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新型コロナ禍の下で，日本人の受療行動が変わったと言われている．これが一過性の変化か否かはしばらく経過を見
ないと結論は出ないが，いずれにせよ病院は生き残りの試練に直面している．さらに地域包括ケアシステムの構築と
地域医療構想策定が進む中で病院は機能分化を迫られているが，コロナ禍がこれらの政策を含め病院のあり方に大き
な影響を与えるのは間違いない．本特集では，このような状況の中でこれからの病院はどこまで在宅支援を行うべき
かを考える． ［企画・今村 英仁］
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医業収支と経常収支が示すもの
当院の経営実績と全国赤十字病院との比較　小松本 悟

医療機関で起きる法的トラブルへの対処法［3］
インターネット上の誹謗中傷への医療機関の実務対応（1）
初動対応と投稿の削除　増田 拓也

事例と財務から読み解く地域に根差した中小病院の経営［28］
社会医療法人生長会 ベルピアノ病院
急性期と在宅をつなぐ地域のコーディネーター　深澤 宏一

感染症新時代　病院はどう生き抜くか［10］
感染症専門医・山口征啓医師インタビュー　堀 成美
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